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ユネスコ無形文化遺産

彫
刻
屋
台
が
集
結
し
、
お
は
や
し
を
競
演
す
る

「
ぶ
っ
つ
け
」
＝
10
月
８
日
、
鹿
沼
市
内

あすリスト掲載
　

【
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
共
同
】
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）の
政
府
間
委
員
会
は
30
日（
日

本
時
間
12
月
１
日
未
明
）、
エ
チ

オ
ピ
ア
の
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
開

い
た
会
合
で
、「
烏
山
の
山
あ
げ

行
事
」（
那
須
烏
山
市
）、「
鹿
沼

今
宮
神
社
祭
の
屋
台
行
事
」（
鹿

沼
市
）
な
ど
18
府
県
33
件
の
祭
り

で
構
成
す
る
「
山
・
鉾
（
ほ
こ
）・

屋
台
行
事
」
を
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
最
終

日
の
２
日
、
遺
産
の
リ
ス
ト
に
記

載
す
る
。
能
楽
や
歌
舞
伎
、和
食
、

和
紙
な
ど
に
続
く
登
録
で
、
日
本

の
無
形
文
化
遺
産
は
計
21
件
に
な

る
。

　

登
録
を
受
け
て
那
須
烏
山
市
は

金
井
２
丁
目
の
山
あ
げ
会
館
で
、

鹿
沼
市
は
銀
座
１
丁
目
の
屋
台
の

ま
ち
中
央
公
園
展
示
館
で
、
と
も

に
１
日
午
後
３
時
半
か
ら
記
念
式

典
を
行
う
。

　

33
件
は
い
ず
れ
も
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
住

民
ら
の
保
護
団
体
が
組
織
さ
れ
て

い
る
。
過
疎
や
少
子
化
な
ど
で
祭

り
の
担
い
手
不
足
が
進
む
地
域
も

多
い
中
、
登
録
は
大
き
な
励
み
に

な
り
そ
う
。
政
府
は
地
域
活
性
化

や
外
国
人
を
含
む
観
光
客
の
誘
致

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

決
定
を
受
け
、
在
エ
チ
オ
ピ
ア

日
本
大
使
館
の
横
田
賢
司
（
よ
こ

た
・
け
ん
じ
）
公
使
参
事
官
が
会

場
で
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
は
地

域
住
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
地
域

を
つ
な
ぐ
も
の
だ
。
政
府
と
し
て

引
き
続
き
保
全
を
支
援
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

　

山
や
鉾
、
屋
台
は
神
の
よ
り
代

と
見
な
さ
れ
る
造
形
物
で
、
山
車

と
呼
ぶ
地
域
も
あ
る
。

山
あ
げ
、鹿
沼
屋
台
登
録
決
定

国内33件一括

「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
で
披
露
さ
れ
る
奉
納
余
興

「
将
門
」
＝
７
月
22
日
、
那
須
烏
山
市
内

１
日
午
後
３
時
半

両
市
で
記
念
式
典




